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§１．研究成果の概要 

 

（１）＜水素を電子源とする電子貯蔵触媒を用いた炭素―炭素結合反応＞（A）電子貯蔵触媒を用

いた炭素―水素結合のアリール化および（B）電子貯蔵触媒を用いた還元的炭素(Csp3)―炭素

(Csp3)結合生成反応を開発した。具体的には次のとおりである。（A）水素から電子を抽出できる Rh

錯体を用いて、ハロゲン化アリールを還元的に活性化し、ベンゼンの炭素―水素をアリール化する

ことで、ビアリール類の合成を行なった。（B）水素の電子を抽出する Rh 錯体を用いて、炭素(Csp3)

―ハロゲン結合を還元的に活性化し、基質同士の炭素(Csp3)―炭素(Csp3)結合生成反応を行なっ

た。 

（２）＜水蒸気と二酸化炭素二段階電解によるメタノール合成＞（A）一つの電解セルで、カソードに

おいて二酸化炭素を高効率にメタンへ電気化学的に還元した。カソードでブーストされた水素が

特異な還元状態をもたらしていた。（B）同じ電解セルで、アノードにおいてメタンを高選択率にメタ

ノールへ電気化学的に酸化した。酸素ガスよりも高活性な・OH ラジカルや PtOx 中間体の生成が

確認された。 
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§２．研究実施体制 

 

(1)小江グループ（九州大学） 

① 研究代表者：小江 誠司（九州大学大学院工学研究院 教授） 

② 研究項目 

・電子貯蔵触媒の設計・合成 

・電子貯蔵触媒の構造解析 

・電子貯蔵触媒の性能評価（フラスコ実験） 

・電子貯蔵触媒の性能評価（電気化学実験） 

 

（2）日比野グループ 

① 主たる共同研究者：日比野 高士（名古屋大学大学院環境学研究科 教授） 

② 研究項目 

・電子貯蔵触媒の電気化学的特性評価 

・OH・ラジカル生成による H2O 酸化反応の促進 

 

（3）金子グループ（九州大学） 

① 主たる共同研究者：金子 賢治（九州大学大学院工学研究院 教授） 

② 研究項目 

・走査型透過電子顕微鏡を用いた電子貯蔵触媒の構造・組成解析 
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